
平成２２年６月２８日（月）～７月４日（日）〔平成２２年第２６週〕の感染症発生状況 
第２６週で報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)ヘルパンギーナ 3)手足口病でした。 
感染性胃腸炎が定点あたり６．２１人と前週（６．１５人）に比較して患者数は増加しております。ヘルパンギーナは定点あたり６．０９人と前週（４．２１人）に比

較して患者数は大幅に増加しており、流行発生警報基準値（定点あたり６人）を超えました。特に、幸区・宮前区・多摩区で報告が多くなっています。 
腸管出血性大腸菌感染症の届出が１件（感染原因：不明、感染地域：不明）ありました。 
麻しんの届出が１件（感染原因・感染地域：不明、ワクチン接種歴：不明、年齢：４１歳）ありました。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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ヘルパンギーナ発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第２６週報告数第２位 

第２６週報告数第１位 

お子さんが「突然の高熱に続いて 
のどの奥に水疱ができ、食事がのどを通ら 
ず泣いてしまってしょうがない。」そんな症状
が今までありましたか？これはヘルパンギー
ナの特徴的な症状です。 

ヘルパンギーナは例年７月８月をピークに
流行します。左に川崎市・神奈川県・全国の患
者数をあらわしたグラフがありますが、患者数
は増加傾向にあります。 

警報基準値を超えました！！～ヘルパンギーナ～ 

平成２２年ヘルパンギーナ発生状況（定点あたり）
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ヘルパンギーナってどんな病気？ 
ウイルスによって起こる「夏かぜ」の

代表疾患の一つです。４歳以下の子ども
に多く発症します。発熱とのどの痛みが
特徴で、のどの奥の方の小さな水疱が
4-5 カ所できて、やがて小さな潰瘍と
なります。これが飲食のとき痛みます。
十分な飲食ができず脱水状態とならな 
  いよう 水分補給に注意してくだ 
  さい。発病から 1 週間もすれば飲 
  食時の痛みは楽になります。通常 
  は、一週間以内に治りますが、まれ
  に髄膜炎を合併することがありま 
   す。発熱・頭痛・嘔吐がひどいと
    きや水分が十分にとれないと 
     きは、早めに医療機関に受診
      しましょう。  

ヘルパンギーナはここに注意！！ 
ウイルスに感染してから症状が出るまでの期間（潜伏期）

は通常２日から４日です。最初の症状は、38～40℃の発熱
です。飛沫感染のほか、のどや鼻の分泌物あるいは便の中の
ウイルスが、手などによって、口や鼻の中に運ばれて感染し
ます。感染させてしまいやすいのは、症状が出てから 2、3
日までです。 

予防のためには、患者も、その周
囲の人たちも、手をよく洗うことで
す。患者便からは、症状がなくなっ
ても、一ヶ月ほどウイルスが出てい
る可能性があるので、特に患者のお
むつを替えた後などは、ウイルスが
付着する可能性があるので、良く手
を洗いましょう。また、患者のタオ 
  ルは別にしましょう。  


